
壺
月
渡
辺
海
旭
先
生
が
昭
和
八
年
一
月
、
東
京
深
川
の
自
坊
に
示
寂
さ
れ
た
時
、
愛
知
県
の
片
田
舎
の
小
学
一
年
生
に
過
ぎ
な
か
っ
た

私
に
、
先
生
の
「
人
と
業
績
」
を
語
る
資
格
は
も
と
よ
り
無
い
。
た
だ
遺
さ
れ
た
『
壺
月
全
集
』
二
巻
に
よ
っ
て
、
遙
か
に
そ
の
風
手
を

偲
び
、
そ
の
学
と
徳
と
を
仰
慕
す
る
に
留
ま
る
。

し
か
し
、
世
に
遺
稿
集
・
遮
文
集
の
知
は
多
い
が
、
凡
そ
「
壺
月
全
集
』
ほ
ど
故
人
の
全
貌
を
遺
憾
な
く
示
す
も
の
は
少
い
の
で
は
な

か
ろ
う
か
。
そ
の
内
容
は
、
著
述
・
研
究
論
叢
・
講
説
論
策
。
警
世
時
言
・
感
懐
随
筆
か
ら
詩
藻
文
範
・
謄
菱
消
息
ま
で
に
亘
る
（
さ
ら

に
略
伝
・
逸
話
・
年
譜
・
諸
家
の
哀
悼
文
な
ど
も
附
せ
ら
れ
て
い
る
）
。
欧
文
の
述
作
を
除
け
ば
、
海
旭
師
の
も
の
せ
ら
れ
た
文
章
の
殆
ど
が
こ

こ
に
網
羅
さ
れ
て
い
る
と
い
っ
て
も
、
お
そ
ら
く
過
言
で
な
い
。
こ
れ
程
ま
で
に
こ
ま
や
か
に
遺
芳
が
蒐
録
さ
れ
た
と
こ
ろ
に
も
、
同

学
・
後
輩
ら
に
深
く
そ
の
徳
を
慕
わ
れ
た
故
師
の
人
柄
が
窺
わ
れ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
よ
う
な
ゆ
き
と
ど
い
た
蒐
録
で
あ
れ
ば
こ
そ
、
三

十
余
年
を
隔
て
た
今
も
、
そ
れ
を
締
い
て
、
親
し
く
師
の
聲
咳
に
接
す
る
思
い
が
す
る
し
、
ま
た
、
も
っ
ぱ
ら
そ
れ
に
拠
っ
て
師
の
「
人

〃
８
◆
‐
〃
■
？
〃
ｈ
字
ｊ
″
ｆ
ｑ
ど
ｒ
令
‐
〃
ｆ
、
ｆ
グ
Ｌ
も
４
７
も
；
ノ
ー
礼
ｊ
〃
ｒ
Ｇ
１
Ｃ
ざ
▲

人
と
業
績

心
ロ
、
ｌ
〃
ｑ
、
◆
ｒ
も
Ｉ
◇
、
ｂ
ｂ
ｆ
ｒ
、
、
咄
■
Ｕ
Ｐ
、
ｑ
ｑ
Ｐ
‐
、
‐
ｂ
弓
Ｂ
ｇ
ｏ
ｆ
奄
、
〃
ロ
、

ド
ク
ト
ル
渡
辺
海
旭

Ｉ
真
に
学
を
愛
し
た
「
現
代
的
佛
者
」
Ｉ

桜
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渡
辺
海
旭
師
が
二
十
四
歳
で
浄
土
宗
学
本
校
全
科
の
業
を
卒
え
た
の
は
明
治
二
十
八
年
。
宗
学
本
校
七
年
の
課
程
を
通
じ
て
の
同
級
生

と
し
て
脈
行
し
て
進
ん
だ
俊
才
に
望
月
信
亨
・
荻
原
雲
来
両
師
が
あ
り
、
別
途
（
一
高
か
ら
東
大
）
を
歩
ん
だ
同
宗
の
秀
才
に
椎
尾
弁
匡
師

が
あ
っ
た
。
望
月
・
荻
原
師
は
共
に
渡
辺
帥
よ
り
三
歳
年
長
、
椎
尾
師
は
四
歳
年
下
で
あ
る
。

本
校
卒
業
よ
り
渡
欧
ま
で
の
五
年
ほ
ど
の
間
に
、
海
旭
師
が
発
表
し
た
論
文
は
七
篇
あ
り
、
そ
の
三
篇
は
チ
、
ヘ
ッ
ト
佛
教
に
関
す
る
も

の
、
四
篇
は
バ
ラ
モ
ン
教
・
イ
ン
ド
教
お
よ
び
そ
れ
ら
と
佛
教
と
の
関
係
交
渉
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
別
に
、
「
奮
っ
て
聖
典
原

文
の
研
究
に
従
事
せ
よ
」
と
題
す
る
一
文
が
あ
る
。
そ
れ
ら
に
よ
っ
て
、
師
の
研
究
の
目
指
す
方
向
、
師
が
後
年
に
お
い
て
そ
の
学
的
活

動
を
展
開
し
た
領
域
が
、
す
で
に
は
っ
き
り
と
示
さ
れ
て
い
る
と
い
っ
て
よ
い
。

師
が
早
く
も
こ
の
年
代
に
お
い
て
、
チ
、
ヘ
ッ
ト
佛
教
に
対
し
て
強
い
関
心
を
示
し
た
背
景
に
は
、
た
し
か
に
、
日
清
戦
役
を
契
機
と
し

て
、
わ
が
少
壮
佛
教
学
徒
の
間
に
ま
き
起
こ
っ
た
、
一
種
の
チ
ゞ
ヘ
ッ
ト
旋
風
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
河
口
慧
海
が
入
蔵
を
意
図
し
て
海

を
渡
り
、
ま
ず
イ
ン
ド
に
入
っ
た
の
は
明
治
三
十
年
、
ラ
サ
に
到
っ
た
の
は
三
十
二
年
で
あ
る
。
能
海
寛
・
寺
本
椀
雅
ら
は
三
十
一
年
シ

ナ
大
陸
の
側
か
ら
入
蔵
を
企
図
し
；
翌
年
能
海
は
中
道
に
し
て
四
川
の
奥
地
に
搾
れ
た
（
海
旭
は
能
海
を
「
友
人
」
と
呼
ん
で
い
る
）
。
東
温

讓
・
川
上
貞
信
ら
が
チ
、
ヘ
ッ
ト
を
目
指
し
た
の
も
こ
の
頃
で
あ
る
。
ま
こ
と
に
当
時
の
日
本
に
は
「
鋳
た
た
る
鉄
腸
を
雪
蔵
の
磑
女
た
る

に
振
ひ
て
拉
薩
の
宝
殿
に
秘
経
を
探
ら
ん
と
欲
す
る
の
壮
漢
、
前
後
相
次
ぎ
て
起
」
っ
た
（
「
拉
摩
教
の
分
派
及
其
発
達
」
明
三
二
、
佛
教
一

と
業
績
」
を
語
る
と
し
て
も
、
師
の
高
風
を
甚
だ
し
く
誤
り
伝
え
る
こ
と
に
は
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
と
思
う
の
で
あ
る
。

た
だ
、
『
全
集
』
に
魯
魚
の
誤
り
が
あ
ま
り
に
も
多
い
の
は
、
少
女
遺
憾
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
壷
月
先
生
御
往
生
の
後
わ
ず
か
一

年
な
ら
ぬ
間
に
上
下
二
巻
千
四
百
頁
に
余
る
巨
冊
が
編
岬
さ
れ
刊
行
さ
れ
た
こ
と
は
驚
き
と
す
る
に
足
る
が
、
や
や
功
を
急
ぐ
に
過
ぎ
て
、

校
正
な
ど
に
粗
漏
の
点
が
あ
っ
た
と
見
ら
れ
る
の
は
残
念
で
あ
る
。

’
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五
二
号
）
。
す
で
に
「
甘
単
両
殊
の
大
蔵
」
も
「
初
め
て
吾
国
に
入
」
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
海
旭
師
の
チ
ゞ
ヘ
ッ
ト
佛
教
へ
の
注
目
は
、
た
だ
単
に
時
代
の
チ
、
ヘ
ッ
ト
熱
に
浮
か
さ
れ
た
た
め
で
は
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
早

く
も
視
線
を
遠
く
世
界
の
学
界
に
馳
せ
て
い
た
帥
で
あ
る
か
ら
、
チ
ョ
ー
マ
・
シ
ュ
ミ
ッ
ト
以
来
積
み
重
ね
ら
れ
た
ヨ
ー
ロ
ッ
。
〈
の
チ
、
ヘ

ッ
ト
学
の
業
績
に
、
強
く
そ
の
攻
学
の
念
を
か
き
立
て
ら
れ
て
い
た
に
違
い
な
い
。
宗
学
本
校
在
学
中
に
発
表
し
た
「
西
蔵
佛
教
一
斑
」

は
お
も
に
同
の
○
匡
四
唱
貝
君
①
拝
》
田
口
目
言
の
冒
旨
目
ご
黒
』
Ｆ
の
言
園
蒟
》
届
＄
に
拠
っ
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
中
に
は
チ
ョ
ー
マ
・
シ

ュ
ミ
ッ
ト
・
ホ
ジ
ソ
ン
・
タ
ー
ナ
ー
・
ウ
ィ
ル
ソ
ン
・
ワ
シ
リ
エ
フ
な
ど
の
名
も
挙
げ
ら
れ
て
お
り
、
二
年
後
に
書
か
れ
た
「
西
蔵
佛
教

の
二
大
本
尊
」
に
は
さ
ら
に
、
ロ
ッ
ク
ヒ
ル
官
房
巨
苛
旦
目
の
田
口
目
冨
》
屍
震
）
・
ラ
イ
ト
（
円
稗
○
昌
旦
ｚ
①
鷺
］
》
儲
司
）
ら
に

つ
い
て
言
及
が
な
さ
れ
て
い
る
（
ま
だ
シ
ー
フ
ナ
ー
・
フ
ー
コ
ー
ら
に
は
説
き
及
ん
で
い
な
い
が
）
。

イ
ン
ド
教
・
イ
ン
ド
哲
学
に
関
す
る
論
策
に
し
て
も
、
奮
っ
て
原
典
研
究
に
従
え
と
い
う
提
言
に
し
て
も
、
一
読
し
て
気
付
か
し
め
ら

れ
る
の
は
、
な
お
白
面
の
一
書
生
で
あ
っ
た
筆
者
が
、
当
時
の
事
情
か
ら
す
れ
ば
雌
く
べ
き
ほ
ど
博
く
、
西
欧
学
匠
の
業
績
に
目
を
曝
し

て
い
た
こ
と
で
あ
る
・
後
年
名
著
「
欧
米
の
佛
教
」
の
著
者
た
る
の
片
鱗
は
す
で
に
こ
こ
に
示
さ
れ
て
い
る
。
も
っ
と
も
ヨ
ー
ロ
ッ
。
〈
の
学

界
の
情
報
に
今
日
ほ
ど
十
分
に
は
恵
ま
れ
な
か
っ
た
そ
の
頃
の
こ
と
と
て
、
多
少
つ
じ
つ
ま
の
合
わ
ぬ
こ
と
も
生
じ
た
の
は
止
む
を
得
な

い
。
た
と
え
ば
、
ま
ず
荻
原
師
が
着
手
し
て
、
未
完
の
ま
ま
ド
イ
ツ
へ
赴
い
た
（
明
治
三
十
二
年
）
あ
と
を
、
渡
辺
師
ほ
か
一
二
の
人
が
協

力
し
て
完
成
し
、
雑
誌
「
佛
教
」
に
発
表
し
た
マ
〈
－
ヴ
ァ
ン
サ
の
和
訳
が
あ
る
。
こ
の
原
本
は
一
八
三
三
年
ウ
シ
・
〈
ム
に
よ
っ
て
出
さ

れ
た
杜
撰
な
英
訳
（
シ
ン
ハ
リ
ー
ゞ
ス
語
よ
り
の
重
訳
）
で
あ
る
が
、
そ
の
刊
行
の
わ
ず
か
四
年
の
ち
に
、
タ
ー
ナ
ー
に
よ
る
直
接
。
〈
－
リ
語

原
文
か
ら
の
完
壁
な
訳
が
出
た
た
め
、
も
は
や
全
く
顧
ら
れ
な
く
な
っ
て
い
た
も
の
で
あ
る
。
雑
誌
「
佛
教
」
に
載
っ
た
和
訳
は
、
タ
ー

ナ
ー
の
名
訳
の
出
た
六
十
年
も
後
に
、
わ
ざ
わ
ざ
先
の
不
備
の
多
い
重
訳
か
ら
さ
ら
に
重
訳
を
試
み
た
結
果
に
な
っ
た
。
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そ
の
頃
ヨ
ー
ロ
ッ
。
〈
の
イ
ン
ド
学
界
は
、
元
老
マ
ク
ス
・
ミ
ュ
ラ
ー
博
士
を
喪
っ
た
（
渡
辺
師
の
渡
欧
直
後
七
十
七
歳
で
逝
去
）
が
、
Ｌ
・

フ
ェ
ー
ル
、
Ｈ
・
ケ
ル
ン
、
Ｔ
・
ｗ
・
リ
ス
デ
ヴ
ィ
ズ
ら
の
老
大
家
は
健
在
で
あ
り
、
Ｈ
・
オ
ル
デ
ン
ゞ
ヘ
ル
ク
、
Ｓ
・
レ
ヴ
ィ
、
Ｒ
・
ガ

ル
￥
へ
、
Ｅ
・
シ
ャ
ヴ
ァ
ン
ヌ
、
Ｋ
・
Ｅ
・
ノ
イ
マ
ン
ら
が
中
心
と
な
っ
て
活
動
し
、
Ｌ
・
ド
・
ラ
・
ヴ
ァ
レ
・
プ
サ
ン
、
Ｍ
・
ワ
レ
ザ
ー
、

昌
胃
・
シ
チ
ェ
ル
バ
ッ
コ
イ
ら
の
新
鋭
が
進
出
す
る
な
ど
、
幾
多
の
碩
学
俊
秀
が
開
菊
の
美
を
競
っ
て
い
た
。
独
有
雲
来
師
に
半
歳
遅
れ
て

壺
月
海
旭
師
が
同
じ
く
そ
の
膝
下
に
笈
を
解
い
た
ラ
イ
ン
河
畔
ス
ト
ラ
ス
ブ
ル
ク
（
壺
月
流
の
表
現
で
い
え
ば
莱
江
畔
蘇
杜
拉
城
）
の

Ｅ
・
ロ
イ
マ
ン
博
士
も
、
そ
の
中
に
あ
っ
て
な
お
四
十
歳
代
（
海
旭
師
は
し
ば
し
ば
〃
ロ
イ
マ
ン
翁
″
と
呼
ん
で
い
る
が
）
の
中
堅
学
者

姉
崎
（
三
二
年

地
に
在
っ
た
。

渡
辺
師
の
滞
欧
研
婚
は
明
治
三
十
三
年
か
ら
四
十
三
年
ま
で
（
一
九
○
○
’
一
九
一
○
年
）
満
十
年
に
近
い
。
南
条
（
明
治
九
’
一
七
年
）
・

笠
原
を
わ
が
国
佛
教
学
界
よ
り
の
渡
欧
留
学
（
南
条
先
生
み
ず
か
ら
言
う
所
の
〃
西
征
〃
）
の
第
一
陣
と
す
れ
ば
、
第
二
陣
の
藤
島
（
了

穏
、
一
五
’
三
一
年
）
・
常
盤
井
（
堯
猷
、
一
九
’
三
二
年
？
）
・
高
楠
（
二
三
’
三
○
年
）
に
次
い
で
、
第
三
陣
と
し
て
荻
原
（
三
二
’
三
八
年
）
・

姉
崎
（
三
二
年
Ｉ
？
）
の
諸
博
士
と
相
並
ぶ
。
近
角
常
観
・
薗
田
宗
恵
師
ら
も
亦
（
滞
留
期
間
は
余
程
短
か
っ
た
が
）
時
を
同
じ
く
し
て
彼

は
次
の
よ
う
に
そ
れ
を
叙
述
す
る
。

戸
〕
・
口

子
』
鞍
の
つ独

逸
に
入
る
や
、
ス
ト
ラ
ス
ブ
ル
ク
大
学
に
入
学
し
、
斯
学
の
オ
ー
ソ
リ
チ
ー
、
教
授
ロ
イ
マ
ン
博
士
に
師
事
し
、
ま
づ
梵
蔵
巴
の

佛
教
各
語
を
研
究
、
こ
れ
を
基
礎
に
比
較
宗
教
学
の
研
讃
に
年
を
重
ね
、
さ
ら
に
グ
ラ
ン
ト
教
授
に
就
き
て
精
討
を
尽
し
、
受
講
攻
究

通
計
十
二
年
（
？
実
は
足
か
け
十
一
年
）
の
長
き
に
及
尋
へ
り
。
こ
れ
を
分
類
す
れ
ば
、
前
六
年
は
多
く
象
牙
の
塔
に
籠
り
専
心
自
己
の
研

」
う
し
た
中
で
海
旭
先
生
の
欧
州
三
界
を
股
に
か
け
た
縦
横
の
活
動
が
始
ま
る
。
『
壺
月
全
集
』
に
付
せ
ら
れ
た
「
伝
記
」
（
筆
者
不
詳
）

た
。

三
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こ
の
よ
う
な
研
踏
の
日
左
を
送
る
一
方
「
暇
あ
る
時
は
欧
州
各
地
を
巡
遊
し
、
基
督
教
徒
布
教
の
実
際
を
調
査
し
、
宗
教
的
視
察
を
怠

ら
ざ
り
き
」
と
は
↑
ス
ト
ラ
ス
ブ
ル
ク
に
五
年
間
の
起
居
を
共
に
し
た
荻
原
博
士
の
追
憶
で
あ
る
。
そ
し
て
ま
た
、
海
旭
師
み
ず
か
ら
は

コ
時
は
近
世
の
〃
ロ
マ
ン
チ
シ
ゞ
ス
ム
〃
に
酔
ふ
て
ワ
グ
ネ
ル
に
熱
中
し
グ
リ
ル
ゞ
〈
ル
ッ
ェ
ル
を
嗜
む
だ
こ
と
も
あ
っ
た
。
一
時
は
教
界

の
実
際
問
題
に
狂
気
に
な
っ
て
、
基
督
教
牧
師
の
家
に
屡
宿
泊
し
た
こ
と
も
あ
っ
た
。
或
は
露
国
革
命
党
の
健
児
等
と
親
み
、
社
会
党
の

田
舎
政
客
と
友
達
に
な
っ
て
、
独
逸
当
時
の
親
露
政
策
に
、
螂
臂
を
揮
ふ
て
役
に
も
立
た
ぬ
正
義
と
人
道
を
呼
号
し
た
こ
と
も
あ
っ
た
。

或
は
自
由
思
想
家
の
群
に
投
じ
て
、
彼
等
が
基
督
教
に
対
す
る
不
平
不
満
怨
恨
の
大
な
る
に
乗
じ
て
、
窃
に
佛
教
の
伝
道
に
腐
心
し
た
こ

と
も
あ
っ
た
」
と
、
そ
の
覇
気
満
女
、
ほ
と
ん
ど
端
悦
す
録
へ
か
ら
ざ
る
滞
独
生
活
の
一
面
を
語
っ
て
い
る
。

ス
ト
ラ
ス
ブ
ル
ク
に
お
け
る
学

る
（
「
全
集
』
下
巻
五
七
○
頁
以
下
）
。

究
に
没
頭
し
、
後
六
年
は
漸
く
対
外
的
活
動
に
も
進
出
し
カ
イ
ザ
ー
ウ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
第
二
世
大
学
を
始
め
各
大
学
及
び
伝
道
学
校
等
の

招
聡
に
応
じ
て
、
佛
教
哲
学
、
印
度
学
の
教
壇
に
立
ち
、
外
国
人
に
対
し
東
洋
文
化
普
及
の
先
駆
を
為
せ
り
。
ま
た
〈
ソ
ブ
ル
ク
に
於

け
る
東
洋
学
会
、
瑞
西
琴
ハ
ー
ゼ
ル
に
開
か
れ
た
る
世
界
宗
教
大
会
等
に
出
席
、
多
年
の
瀧
蓄
を
敷
術
し
其
学
殖
を
認
め
ら
れ
、
或
は
…

…
（
Ｊ
Ｔ
Ｔ
Ｓ
・
Ｊ
Ｒ
Ａ
Ｓ
・
佛
教
・
東
洋
哲
学
・
新
佛
教
・
浄
土
教
報
な
ど
の
諸
雑
誌
に
）
随
時
貴
重
な
研
究
論
策
を
発
表
し
（
欧
文
八
綿
和

文
二
十
六
篇
を
数
え
る
）
…
・
・
・
特
に
密
教
発
達
論
、
孔
雀
王
経
、
毘
沙
門
天
王
経
、
駮
足
王
等
の
研
究
の
如
き
…
・
…
専
門
学
究
の
徒
を
し

て
艤
目
せ
し
め
た
り
。
或
い
は
ヘ
ル
ン
レ
教
授
の
東
洋
古
文
書
の
解
釈
（
罰
国
○
①
Ｈ
己
の
”
冨
色
国
扁
目
宮
閃
の
日
四
目
、
旦
昏
①
切
巨
目
巨
昇

巨
篇
国
冒
Ｈ
①
句
○
口
目
目
同
創
切
蔚
曽
目
巨
鳥
の
、
国
己
』
○
箆
○
且
〕
ら
届
）
に
力
を
貸
し
、
或
は
ワ
レ
ザ
ー
教
授
の
中
諭
独
訳
（
旨
．
急
巴
‐

帝
⑫
①
儲
“
目
の
冒
匿
員
の
博
胃
①
号
切
ｚ
侭
閏
言
国
曾
〉
国
①
昼
の
弓
の
品
｝
ら
届
）
に
其
漢
訳
を
担
当
解
説
せ
り
。
ま
た
原
典
の
研
究
と
し
て

は
普
賢
行
願
讃
諸
本
の
比
較
研
究
あ
り
、
独
逸
訳
を
付
し
て
刊
行
（
刊
行
は
師
の
帰
朝
後
ラ
ィ
。
フ
ッ
ィ
ヒ
の
〈
ラ
ソ
ー
ヴ
ィ
ッ
ッ
か
ら
）
さ
れ
、

こ
の
論
文
に
よ
り
明
治
四
十
年
十
月
、
三
十
六
歳
の
秋
、
ド
ク
ト
ル
・
フ
ィ
ロ
ゾ
フ
ィ
ー
の
学
位
を
獲
得
す
る
に
至
れ
り
。

ス
ト
ラ
ス
ブ
ル
ク
に
お
け
る
学
究
的
日
常
は
、
彼
地
よ
り
姉
崎
博
士
や
島
地
大
等
氏
に
向
け
て
書
送
ら
れ
た
書
簡
の
上
に
よ
く
窺
わ
れ
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以
後
、
学
界
・
教
界
・
教
育
界
・
国
際
事
業
・
社
会
事
業
な
ど
、
各
方
面
に
わ
た
る
師
の
絢
燗
た
る
活
動
は
全
く
佛
教
界
に
比
類
を
見

な
い
。
宗
門
に
あ
っ
て
は
浄
土
宗
布
教
団
長
・
増
上
寺
教
監
な
ど
を
勤
め
、
の
ち
に
は
（
大
正
一
五
ｌ
昭
和
七
年
）
浄
土
宗
執
綱
と
し
て
宗

務
を
統
理
し
た
。
中
央
佛
教
会
・
佛
教
連
合
会
。
佛
教
音
楽
協
会
・
東
京
佛
教
倶
楽
部
等
点
、
お
よ
そ
佛
教
各
宗
の
連
合
機
関
に
し
て
師

が
理
事
な
ど
と
し
て
名
を
列
ね
な
か
っ
た
も
の
は
無
い
と
云
え
る
程
で
、
高
島
米
峰
氏
に
よ
れ
ば
海
旭
師
は
「
日
本
佛
教
界
に
お
け
る
安

全
弁
」
で
あ
っ
た
。
学
界
に
あ
っ
て
は
大
正
十
一
年
高
楠
博
士
と
共
に
大
正
新
脩
大
蔵
経
の
刊
行
と
い
う
至
難
の
事
業
を
発
願
し
、
「
都

監
」
と
し
て
事
業
の
全
般
を
指
揮
し
て
、
つ
い
に
昭
和
七
年
正
統
八
十
五
巻
の
刊
行
を
果
遂
し
た
し
、
昭
和
四
年
に
は
森
川
智
徳
氏
と
謀

っ
て
広
く
学
徒
を
糾
合
し
日
本
佛
教
学
協
会
（
現
日
本
佛
教
学
会
の
前
身
）
を
結
成
し
た
。
大
正
大
学
・
東
洋
大
学
・
大
阪
上
宮
中
学
・
東

京
小
石
川
淑
徳
女
学
校
そ
の
他
多
く
学
校
の
理
事
長
・
評
議
員
な
ど
と
し
て
は
、
経
営
の
枢
機
に
参
画
し
、
そ
の
隆
盛
に
力
を
蝿
し
た
。

社
会
事
業
の
推
進
役
と
し
て
の
活
動
は
、
中
央
社
会
事
業
協
会
役
員
・
借
地
借
家
調
停
委
員
↓
禁
酒
同
盟
理
事
な
ど
か
ら
交
通
道
徳
会
の

理
事
に
ま
で
及
ぶ
。
ま
た
、
大
ア
ジ
ア
主
義
を
提
唱
し
イ
ン
ド
。
中
国
・
チ
↑
ヘ
ッ
ト
・
ビ
ル
マ
な
ど
か
ら
亡
命
志
士
の
来
り
投
ず
る
者
を

迎
え
た
り
、
諸
国
よ
り
の
留
学
生
・
研
究
者
に
対
す
る
斡
旋
や
指
導
の
懇
切
が
お
の
づ
か
ら
多
く
の
頼
り
来
る
者
を
集
め
た
り
し
て
、
師

の
住
房
西
光
寺
は
「
世
界
的
梁
山
伯
」
と
称
さ
れ
た
。

来
終
生
そ
の
職
に
あ
っ
た
〔

三
十
九
歳
の
春
、
帰
朝
す
る
と
直
ち
に
宗
教
大
学
（
現
大
正
大
学
の
前
身
）
・
東
洋
大
学
の
教
授
に
塒
せ
ら
れ
、
ま
た
、
浄
土
教
報
の
主

筆
に
迎
え
ら
れ
た
。
こ
の
ポ
ス
ト
は
先
に
師
が
宗
学
本
校
卒
業
の
直
後
、
弱
冠
二
十
四
歳
に
し
て
就
任
し
、
楓
爽
た
る
筆
陣
を
張
っ
た
と

こ
ろ
で
あ
る
が
、
滞
欧
研
精
の
十
年
を
隔
て
て
、
再
び
そ
の
席
に
復
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
翌
明
治
四
十
四
年
五
月
に
は
佛
教

者
の
社
会
事
業
の
噴
矢
と
し
て
名
高
い
「
浄
土
宗
労
働
共
済
会
」
を
深
川
に
設
立
す
る
。
八
月
に
は
芝
中
学
校
の
校
長
に
就
任
し
て
、
雨

四
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と
拳
へ
て
い
る
。
右
の
い
う
震
災
に
よ
る
焼
亡
に
つ
い
、
て
は
別
に
「
九
月
一
日
震
災
後
有
作
」
と
い
う
七
絶
一
篇
が
あ
っ
て
§
曰
く

と
い
い
、
さ
ら
に

こ
の
よ
う
な
多
彩
な
活
動
か
ら
、
人
は
師
を
「
八
面
六
臂
の
人
」
（
常
盤
大
定
）
と
評
し
、
「
学
者
よ
り
も
寧
ろ
教
育
家
、
教
育
家
よ
り

も
寧
ろ
世
相
改
善
家
」
（
徳
富
蘇
峯
）
と
評
し
、
あ
る
い
は
「
学
者
で
あ
り
、
詩
人
で
あ
り
、
信
心
の
人
で
あ
る
と
共
に
事
業
の
人
で
あ

る
」
（
姉
崎
正
治
）
と
評
す
る
。
師
の
盟
友
荻
原
博
士
す
ら
「
学
的
方
面
は
未
だ
君
が
本
領
を
発
揮
せ
る
も
の
に
非
ず
」
「
君
が
本
領
は
実

に
教
界
に
於
け
る
活
動
に
あ
り
」
と
い
っ
て
い
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
私
は
や
は
り
、
小
野
玄
妙
博
士
と
共
に
「
先
生
は
決
し
て
所
謂
宗

政
と
か
事
業
と
か
い
ふ
や
う
な
方
面
の
人
で
な
く
し
て
徹
頭
徹
尾
学
窓
の
人
で
あ
っ
た
」
と
考
え
た
い
と
思
う
。
師
の
多
情
多
感
と
、
明

敏
の
頭
脳
に
相
伴
う
す
ぐ
れ
た
行
動
力
と
は
、
つ
い
に
師
を
し
て
た
だ
古
書
堆
裡
に
安
坐
す
る
如
き
生
活
を
享
受
せ
し
め
な
か
っ
た
け
れ

ど
も
、
師
は
や
は
り
本
然
の
学
者
で
あ
っ
た
し
、
す
く
な
く
と
も
真
に
学
を
愛
す
る
人
で
あ
っ
た
。

師
が
浄
土
宗
の
執
綱
を
辞
し
た
わ
ず
か
二
週
間
の
ち
、
師
は
早
く
も
在
洛
の
一
イ
ン
ド
学
者
に
書
を
送
っ
て
、
二
冊
の
専
門
書
の
伐
与

を
乞
う
て
い
る
が
、
そ
の
文
面
に
は
「
俗
務
の
牢
獄
よ
り
解
放
」
さ
れ
て
再
び
読
書
の
た
の
し
み
に
近
づ
き
得
る
喜
び
が
そ
こ
は
か
と
な

く
漂
っ
て
い
る
。
大
正
十
四
年
、
ま
だ
三
十
歳
に
も
満
た
ぬ
無
名
の
一
学
徒
が
、
書
面
を
も
っ
て
師
に
学
問
上
の
質
疑
を
呈
し
た
の
に
対

し
、
師
は
懇
切
な
返
書
を
送
っ
て
そ
れ
に
答
え
て
い
る
が
、
そ
の
末
尾
に
害
添
え
て
、

拙
生
嘗
て
金
光
明
〔
経
〕
印
度
板
の
杜
撰
粗
雑
組
樛
甚
し
き
を
患
へ
、
…
…
〔
諸
本
を
対
校
し
て
〕
…
…
大
体
校
訂
を
終
り
、
或
時
機

公
刊
の
腹
案
な
り
し
も
、
材
料
校
本
と
も
十
年
の
苦
心
を
劫
火
（
関
東
大
震
災
）
に
委
し
候
。
諸
行
無
常
何
の
恨
む
所
も
無
之
、
資
料
の

蒐
集
、
対
校
の
労
苦
他
日
を
期
す
べ
き
望
な
き
に
あ
ら
ざ
る
も
、
貴
答
に
際
し
、
釉
閑
畑
悩
の
不
覚
澗
起
す
る
を
免
れ
ず
候
・
凡
情
可

笑
亦
可
燗
の
至
に
候

に

候 乍
末
筆
筆
硯
益
御
清
祥
、
御
考
究
愈
精
美
、
衷
心
祝
祷
申
候
。
拙
生
震
災
後
殆
ど
学
業
を
廃
し
、
奔
波
放
浪
の
生
活
深
伽
深
槐
の
至
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昂

江
東
の
災
火
熾
き
て
遺
す
無
し
幾
万
妻
を
喪
い
亦
児
を
災
す

な

説
く
を
止
め
よ
寒
僧
に
此
の
苦
亡
し
と
焼
書
巻
巻
妻
児
の
如
し

学
を
愛
せ
ず
書
を
愛
せ
ぬ
人
に
ど
う
し
て
こ
れ
ら
の
切
々
の
辞
が
あ
り
得
よ
う
か
。

「
欧
米
の
佛
教
』
（
大
正
二
年
佛
教
誰
義
録
の
一
と
し
て
Ⅲ
さ
れ
、
大
正
七
年
あ
ら
た
め
て
丙
午
出
版
社
よ
り
刊
行
）
が
師
の
博
覧
と
達
識
の
産

物
と
し
て
、
比
類
の
無
い
古
典
的
名
著
で
あ
る
こ
と
は
言
を
俟
た
ぬ
。
師
の
和
文
を
も
っ
て
も
の
せ
ら
れ
た
著
作
と
し
て
は
そ
れ
が
唯
一
、

最
後
の
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
事
を
も
っ
て
師
が
晩
年
学
に
遠
ざ
か
っ
た
と
見
る
は
当
ら
な
い
。
小
野
博
士
は
説
く
。
「
先
生
の
纒
つ
た

書
物
と
し
て
発
表
さ
れ
た
の
は
『
欧
米
の
佛
教
』
丈
で
あ
る
。
：
…
・
そ
の
後
、
最
近
に
余
り
研
究
論
文
を
発
表
さ
れ
て
ゐ
な
い
。
然
し
先

生
が
所
謂
書
斎
人
と
し
て
一
日
も
研
究
を
捨
て
ら
れ
ぬ
証
拠
は
震
災
後
忽
ち
震
災
で
亡
く
さ
れ
た
も
の
を
再
度
御
買
集
め
に
な
っ
た
こ
と

で
も
分
る
。
他
の
人
友
は
如
何
に
見
ら
る
侭
か
知
ら
れ
が
先
生
を
学
問
以
外
の
み
に
見
ら
れ
る
が
、
然
し
私
の
お
会
ひ
し
た
先
生
は
い
つ

も
書
斎
人
と
し
て
蔵
経
や
原
典
や
ら
を
見
て
ゐ
ら
れ
た
こ
と
は
、
最
近
も
二
十
年
前
も
少
し
も
変
ら
な
い
。
」

う
い
う
師
の
高
風
を
讃
え
て
い
る
。

荻
原
博
士
は
特
に
筆
を
費
し
て
い
う
。
「
君
が
一
生
を
通
じ
て
最
も
顕
著
な
る
美
徳
は
功
を
他
に
譲
る
と
云
う
こ
と
に
あ
り
。
隠
密
に

立
案
し
、
交
渉
し
、
助
言
し
、
画
策
し
、
指
揮
し
、
敢
て
自
ら
表
面
に
出
で
ず
、
而
し
て
成
功
の
暁
に
は
自
ら
関
与
せ
ざ
る
者
の
如
く
す
。

是
れ
実
に
君
が
性
格
の
最
も
偉
大
な
る
所
と
す
。
故
に
不
言
の
間
に
君
に
信
服
せ
る
者
甚
だ
多
し
。
こ
れ
全
く
菩
薩
の
大
行
と
言
う
．
へ

し
。
」
お
そ
ら
く
は
師
に
と
っ
て
知
己
の
言
で
あ
ろ
う
。
師
自
ら
記
さ
れ
た
中
に
も
「
人
、
僕
を
噸
り
て
曰
く
、
徒
ら
に
人
の
為
に
犬
馬

師
を
徳
の
人
と
し
て
推
す
声
も
亦
は
な
は
だ
高
い
。
そ
の
純
真
玲
瀧
な
人
格
、
編
落
豪
放
で
あ
り
な
が
ら
同
情
深
く
友
誼
濃
か
な
人
柄

は
内
外
の
多
数
の
人
だ
の
尊
敬
と
信
頼
老
か
ち
得
た
。
「
全
集
』
に
見
え
る
諸
家
の
哀
悼
文
は
、
一
篇
の
例
外
も
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
に
こ

五
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万
、
彼
が
如
き

蘇
峯
は
そ
の

上
人
弔
歌
」
に

思
は
深
し

と
な
り
て
滋
味
は
他
の
喫
す
る
所
と
な
る
、
天
下
の
至
愚
な
り
、
と
」
と
い
う
一
節
が
あ
る
。

ま
こ
と
に
師
は
自
ら
の
功
を
語
る
に
謙
抑
で
他
の
功
を
揚
げ
る
に
熱
心
で
あ
っ
た
。
師
の
文
藻
の
流
麗
は
名
高
い
が
、
こ
と
に
そ
れ
が

他
の
功
績
を
讃
え
た
り
後
学
を
推
軌
し
た
り
す
る
文
章
に
な
る
と
一
段
と
生
気
を
帯
び
て
来
る
。
「
独
有
荻
原
雲
来
氏
の
帰
郷
を
送
る
」

「
博
士
と
な
れ
る
椎
尾
弁
匡
氏
」
「
矢
吹
氏
の
帰
朝
を
迎
ふ
」
「
荻
原
教
授
還
暦
記
念
祝
賀
論
文
集
序
」
な
ど
は
そ
の
好
例
で
あ
る
。

『
欧
米
の
仏
教
』
も
亦
一
面
か
ら
す
れ
ば
全
篇
こ
れ
他
者
の
学
續
を
讃
美
し
た
書
物
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
一
方
、
師
自
身
の
還
暦
に
当

っ
て
知
友
門
弟
の
問
に
祝
賀
の
企
て
が
な
さ
れ
た
時
は
、
た
だ
ち
に
そ
れ
を
謝
絶
し
て
、
企
て
の
中
心
と
な
っ
た
人
友
に
長
文
の
書
面
を

送
っ
て
計
画
を
思
い
止
ま
る
よ
う
態
通
し
て
い
る
が
、
そ
の
情
理
を
尽
し
た
名
文
も
亦
、
師
の
高
風
を
示
す
に
足
る
。

そ
の
文
中
に
「
僧
門
に
賀
寿
の
法
無
之
、
仮
令
破
戒
汗
行
言
ふ
に
足
ら
ざ
る
も
尚
且
僧
門
た
る
の
真
骨
頂
丈
は
飽
く
ま
で
も
保
持
致
し

度
」
の
句
が
あ
る
。
こ
の
「
僧
に
は
僧
の
意
気
が
あ
る
」
と
い
う
気
概
も
、
師
の
人
格
を
語
る
に
逸
し
得
な
い
点
で
あ
ろ
う
。
師
が
独
身

清
潔
の
生
涯
を
送
っ
た
こ
と
は
甚
だ
著
名
で
あ
る
が
、
も
と
こ
の
気
概
よ
り
出
づ
る
も
の
と
拝
察
す
る
。
み
ず
か
ら
、
平
素
師
と
仰
ぐ
所

と
し
て
慈
雲
・
普
寂
・
貞
極
の
三
大
徳
を
挙
げ
て
い
る
点
に
も
そ
の
僧
儀
を
重
ん
ず
る
心
珊
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。
同
じ
心
事
か

ら
師
は
．
ハ
ー
リ
文
増
支
部
後
半
の
校
訂
者
ハ
ー
デ
ィ
の
生
涯
を
欣
慕
し
て
「
僕
が
一
生
故
エ
ド
モ
ン
ド
・
ハ
ー
デ
ー
の
如
く
な
る
ゞ
へ
く
、

極
め
て
進
歩
せ
る
思
想
と
忠
実
真
筆
の
研
究
態
度
を
取
り
、
而
も
忠
実
な
る
加
特
力
教
の
一
僧
と
し
て
浄
戒
を
守
り
、
寂
然
と
し
て
耆
斉

に
円
寂
し
た
彼
は
僕
が
最
近
の
模
範
な
り
」
と
い
い
、
「
旧
教
の
頑
固
よ
り
は
異
端
と
し
て
忌
ま
れ
、
官
学
の
連
中
よ
り
は
旧
教
僧
と
し

て
斥
け
ら
る
。
然
も
自
由
な
る
講
究
と
清
粛
な
る
戒
律
と
は
終
生
減
ら
ず
。
悠
友
と
し
て
円
寂
に
入
り
し
も
の
何
の
高
潔
ぞ
ゃ
。
佛
僧
幾

万
、
彼
が
如
き
好
漢
幾
人
か
あ
る
」
と
嘆
じ
て
い
る
。

蘇
峯
は
そ
の
よ
う
な
師
を
「
現
代
的
佛
者
」
と
し
て
「
行
誠
上
人
以
後
の
一
人
」
と
讃
え
た
。
詩
人
晩
翠
は
ま
た
そ
れ
を
「
渡
辺
海
旭

て
の
よ
う
な
師
を
「
現

一
に
詠
じ
て
い
う
Ｉ

深
川
の
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室
に
脂
粉
の
香
を
純

夜
半
の
窓
に
襟
正
し

梵
文
貝
葉
秘
を
開
き

幽
を
探
り
て
学

底
に
求
め
し
玉

部
門
の
塵
は
深
く
と
も

浄
刹
、
君
の
西
光
寺

妙
境
別
に
風
情
く

月
も
澄
み
け
む
西
光
寺

めり秘
してを

開
玉学き
光海
るの

香
を
絶
ち
て

戸

了
レノ

～
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